
第２回魅力発信チーム実行委員会 報告 

日時  令和４年６月２１日（火）午後６時～７時３０分  場所  ４－３会議室 

  参加者 委員 10 人 

 

１ あいさつ・自己紹介  名簿順に自己紹介 

２ 6 月推進会議の報告（別紙説明） 

３ 今年度の事業計画 

  福祉フェス（仮）３つの実行委員会合同企画  

   日時 12 月 18 日（日）文化会館 当日準備・片付け 

   テーマ 福祉のなにを伝えたいのか 

   スケジュール（いつまでに・なにを・どのように） 

写真コンテスト・動画紹介 

 ※出た意見 

  ・市民に伝えたいこと→◎条例ができたこと、あなたにとっての福祉ってなにか、福祉には支えてくれる

人がいること、困っている人にはどこかに助けてくれる人がいること、身近にある福祉（点字ブロッ

ク、ヘルプマークとか）←福祉の絵本紹介 

  ・展示室で入り口から出口までのラインをライフステージ（出生～こども園～学校～就職～介護～死亡） 

    に見立てて、その時にそばにある福祉と福祉従事者（こども園・おひさま/保育士、相談支援事業所/

相談員、レインボー・社会福祉協議会、介護事業所/ケアマネ・介護福祉士など、結カフェなど地域の

ボランティア活動、行政/福祉課等）をパネルやパンフレットで紹介。←でも準備が大変そう・・ 

  ・会場に足を運んでもらうには→楽しく学べる場にする。大ホールで新城合唱団に参加してもらい 

スタッフも歌う。業者に依頼して福祉・介護機器を展示（最新機器が目を引く）、 

デイサービス利用者や施設入所者の作品やこども園の子ども達の作品展示、 

会場でのスタンプラリー。                    

    大ホールで午前中はデイサービスなどでボランティアできてくれる団体（マジックやフラダンス 

など）の発表会にするといいのではないか   

・写真コンテスト－優劣を決めない。広報で「あなたにとっての福祉」に関する写真を公募。 

中日新聞プロアマの写真クラブに福祉に関する写真を 2 点出してもらう。参加賞を用意する。 

・有教館高校の高校生の協力－写真部に事業所の取材やあなたにとっての福祉の写真をだしてもらう。 

    ボランティア部に協力を依頼する←有教館高校に会議に行くときに打診してもらう 

・会場での飲食や即売会が集客に繋がる－レインボーのカレー・クッキー、もくせいの椎茸など 

  ・当日に準備・片付けだとあまり大げさな事はできないのではないか 

   

     ◎有教館高校への打診（7/5）までに説明資料作成 

◎次回は 7月を予定 


